
令和８年度 学級経営計画 

第 2学年 C組 
学級担任 沖田 美緒 

１ 学級経営目標  

・ 互いを認め合い、自他を尊重できるように生徒を育む。 

・ 生徒の居場所になれる学級づくり。 

・ より良く生活できるように生徒自身が考えて行動できるようにする。 

 

２ クラス目標（生徒が話合いで決めたもの） 

  「enjoy  e：笑顔 n：なかよ「C」 ｊ：自主的な o：思いやり ｙ：良いクラス」 

 

 

３ 具体的な目標と取り組み 

項 目 目 標 
（目標を達成させるための） 

具体的な取組み 

学習指導 

○授業規律を確立させる。 

○積極的に必要な交流をし、意欲的に

授業に取り組ませる 。 

 チャイム着席、次の授業準備を行う

等、基本的な授業への姿勢を徹底す

る。 

 互いの考えを認め、尊重できる雰囲

気づくりをする。 

道徳教育 

○自分を見つめる機会として、自己理解 

を深めさせる 。 

○思いやりを大切にし、 自他を尊重す

る態度を養わせる。 

 自分の考えを客観的に捉えさせ、自

己を理解する 。 

 他者との交流により、価値観の違い

を認め、 尊重する心を育む。 

 

キャリア教育 

（進路学習） 

○将来の目標を立てられるよう、視野を

広くもたせる。 

 自分自身のことを考える機会を設

け、日々の積み重ねが将来につなが

ることを伝える 。 

生活指導 

○規律を守り、より良い集団となるため 

に必要なことは何かを自分たちで考えら

れるようにさせる。 

 生徒の居場所となるように、言葉遣

いや礼儀、時間厳守等の基本的なマ

ナーを定着させる。 

 何事も主体的に動けるようにより良

い行動を促す。 

特別活動 

○自分の役割に責任をもって取り組ませ

る。 

○学校行事においても協力し、精一杯

取り組ませる。 

 委員会や係、当番活動等の仕事に

責任をもって取り組むように指導す

る。 

 学校行事も協力し、意欲的に取り組

めるよう支援する 。 

保護者との連携 

○学級の情報や生徒の変化を保護者と

共有し、適切な支援をしていく。 

 些細なことも積極的に情報共有を行

い、保護者と連携する。 

 


